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　進展目覚しい放送、映像、通信メディア
の最新動向を体感しようと、毎年のように
NAB（ラスベガス）や IBC（アムステルダム）
に取材に出かけ、出展物の技術動向などを
紹介させて貰っている。広い展示会場を廻
り様々な最新技術を見て回ることは楽しい
ことであるが、外国では日頃味わえないこ
とや思いがけないことに遭遇することもあ
る。旅は道連れ世は情け、一期一会と言うが、
様々な人と出会い、予想しないハプニング
に会うことも、この上ない楽しいことであ
る。
　本稿は、最近日本からの来場者が減少気
味の IBC の歴史とその舞台のアムステルダ
ムについて体験に基づいて語ってみたい。
ここで紹介するのは、筆者が何年かにわた
り IBC に出かけたおりに、取材の合間に体
験したことの一端をまとめて書いたので、
アムステレダムの全貌を見たわけではなく、
ほんの一部に過ぎない。それでも、様々な
体験をし、色々な人と出会い、行くたびに
ハプニングにも出くわす。
　いずれにしろ IBC の舞台であるアムステ
ルダムは NAB や InterBEE では体験でき
ないスポットを数多く抱え、何度行っても
新たな体験をできる魅力ある街である。行
ったことがある方には思い起こして貰い、
これから行ってみたいと思っている方には
少しでも参考にしていただき、その気のな
い方には遠い異国の情景にしばし思いをは
せて貰えれば幸いである。

　まずは IBC の歴史について触れておき
たい。IBC の前身とも言える「国際テレ
ビシンポジウム」がモントルーで開かれた
のは 1961 年、“InterBEE”が始まった
のは 1965 年、その 2 年後に欧州放送機
器展として International Broadcasting 
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Convention （IBC）がロンドンで開催され
た。これらの経緯については、昨年 50 周
年を迎えた InterBEE2014 の特別講演で、
IBC の生き証人のようなオーエン会長が語
っていた。

　第 1 回 IBC 会場となったのはロンドン市
内の“Royal Lancaster Hotel”で、この
時参加した出展者数はわずか 32 社、コン
ベンションには 500 人だったそうだ。そ
れが今や、来場者は世界 170 国から 5 万
5 千人を数える盛況さで隔世の感がある。
当時は東京オリンピック（1964）が終わ
ってまもなくのことで、カラーテレビがよ
うやく普及し始めた頃でもちろんアナログ
放送時代だった。
　その後、財政状況などのため、開催場所
を転々としながら、徐々に規模も拡大し、
より広いスペースを求め、1992 年にオラ
ンダのアムステルダムに移り、以来 20 数
年、昨年 46 回目を迎え今や米国 NAB、日
本の Inter BEE と並ぶ世界 3 大放送機器展
へと成長している。
　その経緯の中で、放送メディア史上、大
きなターニングポイントだったのは 1982
年のブライトン（英）大会で、同時開催と
なった EBU 総会の場で、NHK 技研で開
発されてまもない高品位テレビ（ハイビジ

ョンの前称）と呼ばれていた次世代の高精
細度テレビ HDTV が初公開された。当時、
精細度が低く小画面のテレビ時代に、日本
が開発した高精細度で大画面（と言っても
30 インチに過ぎなかったが）の次世代テ
レビは参加者に大きな衝撃を与えた。これ
が欧州における HDTV のスタートポイント
だった。
　それから 20 数年、8K SHV が IBC に
初登場したのは 2008 年のことである。
NHK が BBC、EBU と共同で出展し、ロ
ンドンからアムステルまで国際生中継され
IBC 特別賞を受賞した。それから 2 年後の
2010 年には、フルスペック（3300 万画
素）の 8K カメラや家庭用を狙った超高精
細度の 8K PDP テレビも展示され、300
インチサイズの大画面と 22.2CH サラウン
ド音響の SHV シアターは、見学者に大き
な衝撃を与えた。この時にはアムステルダ
ム中央駅付近のショットが光ケーブル経由
で非圧縮で生中継された。

　現在、IBC 会場となっている RAI コンベ
ンションセンターは、マレーシャー航空機
撃墜で一躍有名になったオランダの空の玄
関のスキポール空港から電車で 20 分位、
陸の玄関のセントラルステーションからだ
と、路面電車のトラムカーでのんびり走る

写 1.　IBC の歴史について語るピーターオーエン会長
（InterBEE2014 にて）

写 2.　IBC2014 エントランス付近の情景
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こと約 30 分位、近郊の住宅街、ビジネス
街の中にある。展示会場は NAB や Inter 
BEE のように大きなホールに集約されてお
らず、14 もの中小規模のホールが通路や
渡り廊下、階段を介して複雑に入り組んで
おり、各ブースを見て回るには時間と体力
の要する。エントランス付近は例年趣向が
凝らされ、昨年は大きな人形型モニュメン
トと張りぼてのアムステルダムの街並みが
並び、各国からの遠来の来場者の目を楽し
ませていた。

　IBC の舞台のアムステルダムの歴史につ
いて簡単に触れておこう。13 世紀頃、北
はノルウェイ、東はイギリスに広がる北海
に繋がるザウダーゼーと呼ばれた入り江に
流れ込むアムステル川の低地にダムを造り、
その周辺に人々が住み始めたのがアムステ
ルダム発祥の由来である。オランダの国名

「ネーデルランド（低い土地の意味）」が示
すように、国土の 4 分の 1 は海抜ゼロメー
トル以下である。オランダと言えば風車を

思い浮かべるが、オランダの歴史は常に水
の驚異にさらされ続け、ゼロメートル以下
の水を汲み上げ海にはき出す目的で作られ
たのが風車である。
　その一方で、オランダは海に開かれた地
の利を活かし、中世以降、世界有数の海運
国としてのし上がり、工業国としても栄え
てきた。鎖国をしていた江戸時代には、長
崎の出島に象徴されるように欧米諸国の中
で日本と最も縁の深かった国である。その
おかげか我ら日本人にとって親近感を覚え
る国である。その首都がアムステルダムで、
人口 74 万（意外に少ない）を抱える大都
市である。

　外国での楽しみのひとつは、現地で色々
な乗り物に乗ることである。アムステルダ
ムの足廻り、交通事情について見てみよう。
水の都にとって欠かせないのが運河を巡る
船だ。市街地の地図を見るといたるところ、
運河が放射状、円形状に張り巡らされてお
り、そこを平べったい船が行きかっており、
今でも重要な交通、運搬手段になっている。
観光客にとってまずは乗ってみたいのがカ
ナルツアーだ。ツアー乗り場は中央駅前広
場に面したところにあり、料金はコースと
時間によるがそんなに高くは無い。

　3 年位前に運河でとんでもない事に出く
わした。ARRI が創立 95 周年記念パーテ
ィを IBC と別の会場で催すことになり、運
河巡りしながらパーティ会場に案内すると
聞き勇んで参加した。夕方 6 時頃、会場奥
の大きな池の船着場に行くと大勢の人達で
あふれ、あちらこちらに向う船が何艘も留
まっていた。我らが乗った ARRI の船は他

の船よりみすぼらしい小型の木造船だった。
日本人は私一人で、相客はアメリカ人が多
かったが各国語が飛び交っていた。出発し
てまもなく、ワインが振舞われボトルを回
し飲みしていたので遠慮した。出発してま
もなくは、旧市街地の運河に比べ水も綺麗
でとても気持ちよく、皆、大声を上げなが
ら景色を楽しんでいた。　
　ところがその後、とんでもないことが起
きた。怪しげな風体の船頭に操られた古い
木造の船は、中央駅近くを通り抜け、大き
な運河を渡り対岸の方に向かった。時間も
遅く、暗くなり、海風は冷たい。さっきま
で元気だったアメリカ人達もやや不安げに
どこに連れて行かれるのかの様相だった。
まさかこんなところにパーティ会場などあ
るまいと思われる対岸の岸壁で全員下ろさ
れてしまった。何かの行き違いがあったよ
うで、どうやら違う場所につれて来られた
らしい。皆、煙に巻かれた様子で文句を言
う客もいたが、船頭は知らぬ存ぜぬで船は
どこかへ行ってしまい、我らは何もない吹
きさらしの岸壁にとり残された。
　乗客の一人が携帯でどこかと連絡を取っ
ていたが、寒い中、待つばかりで、別の船
が迎えに来たのは、一時間くらい経ってい
た。迎えの船に乗り 15 分くらいでなんと
か運河に隣接したパーティ会場に着いたの
は 9 時頃で、もちろんパーティはとうに始
まっていた。ところが、主催者からお詫び
があるわけでもなく、いきなりワイングラ
スを渡された。すきっ腹なのに、冷たいア
ルコールはあるが、食べ物がほとんど無い。
ようやく顔見知りを見つけしばし歓談した
が、バスで来た連中もトラブルがあったら
しい。帰りも別の船で夜中の 11 時頃に中

写 3.　かっての海運国を象徴する帆船の模型
（国立ミュージアムにて）

写 4.　華やかなカナルツアー乗り場



8

FDI・2015・03

央駅の裏手の岸壁まで送ってもらった。そ
こからホテルに歩いて帰る道すがら、ドー
ナツを食べコーヒーで身体を暖め、ようや
く生き帰った次第である。とんでもないハ
プニングだったが、振り返るとこれも旅に
はつき物の一つなのだ。

　次に陸上の乗り物を紹介しよう。旧市街
地では網の目のような細い運河沿いの石畳
の街路の上を、青と白のツートンカラーの
モダンなトラムカー（路面電車）がのんび
りと走っている。路線は沢山あり街中を縦
横に走っているので、市内巡りには大変便
利だ。路線は複雑なのと表示が分かりにく
いので、路線図と車内の電光表示板、停留
所の看板をしっかり見ておく必要がある。
全てオランダ語なので外国人には分かりに
くい。
　でも見過ごしてひと駅を通り過ぎても、
停留所と停留所の間隔は近いので歩いて戻
っても大したことはない。チケットは乗車

の際に車掌から直接買ってもよいが、何度
も乗り下りすることを考えると一日券の方
がよい。車内の電光表示板には次の停車駅
名が出るので、それを確認し、カードをマ
ークにかざすとゲートが開いて降りられる。
ただし乗車口と下車口が別なので要注意だ。

　IBC 会場のようにちょっと遠く目的地が
はっきりしている場合には、国鉄電車かメ
トロの方が良い。チケットは切符売り場で
買うか、自動販売機で買うが慣れるまでは
操作が分かりにくいのとコインしか使えず、
しかもどのコインなのか区別がつかないの
で窓口で買うほうが無難である。しかし中
央駅やスキポール空港のように大きな駅は
良いが、IBC 会場の近くの RAI 駅では夕方
早く窓口が閉まってしまい、その後は近く
のコンビニでチケットを買うのだが、その
コンビニも夜 8 時には閉店になり、自動販
売機で買うしかない。RAI 駅は地下鉄と国
鉄電車の乗り場が隣接し、乗り口は似てい
るので間違えて乗るととんでもないところ

に連れて行かれるので要注意だ。
　この電車に乗った時も面白いことがあっ
た。ある日、展示会終了後、会場近くの居
酒屋で友人とビールを飲み交わし、酔い覚
ましに RAI 駅まで歩き、何とかチケットを
買い、ホームで電車を待っていた。時間が
遅くなっていたので、電車の本数は少なく
ホームにはあまり人もおらず、ベンチでし
ばし待ちようやく来た電車に乗り座席に座
ってほっとした。電車の扉が閉まりかけた
間際に、人が乗り込んできたが、それが驚
いたことに日本のメディア関係の S 氏だっ
た。日本でたまに顔をあわせることはあっ
たが、まさかアムステルダムの電車で乗り
合わせるなんて奇跡としか言いようが無い。
こちらは友達と飲んでいて遅くなったのに、
彼は真面目にコンファレンスに出席し、同
じ時間になったようだ。旅は道連れとばか
りに、スキポール空港駅まで一緒に行き、
空港ロビーにある店でオランダビールを飲
みなおしつつ、話が大いに弾んだ。

写 6.　古い木造船とヤーさん風の船頭

写 7.　初めの内は景観を楽しんでいたが？ 写 9.　車内の様子、観光客が地図を広げている、
　　　　　  天井に電光表示板

写 5.IBC 会場奥の船着場、乗船待ちの見学者で溢れていた

写 8.　市街地を走るしゃれたトラムカー

写 10.　RAI 駅の国鉄のホーム（別の時間帯）
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　オランダで乗り物と言えば自転車だ。平
坦地だけに、老若男女、皆、自転車に乗っ
ている。車道と歩道の間には 1m 幅の自転
車専用道路があり、かなりのスピードで走
っている。日本人の感覚と違うのでつい見
逃しそうで、車より自転車の方が怖い。あ
ちらこちらに自転車置き場があり、大量の
自転車がとめられている。レンタルもある
ので乗ってみたいと思ったが、慣れないと
危険なのと、何よりも足の長さが違うので
サドルが高すぎ足が届きそうもないのであ
きらめた。

　そろそろ街を歩いてみよう。まずは起点
として、旧市街の一番北の湾岸沿いにあり、
交通の要衝の「セントラルステーション」だ。
1898 年に建造され、大きな赤レンガ造り
の風格ある優美な建物で東京駅のモデルと
言われる。最近修復され外観は昔のままだ
が、内部はかなり変わりモダンなコンビニ
やレストランなどもある。さすが自転車王
国だけあって、駅舎内を自転車をひいてい
る人もいる。列車のホームはかまぼこドー
ム屋根に覆われ、まさに映画のショットそ
のもののような雰囲気が漂っている。そこ
に近代的装いの黒と黄色のツートンカラー
の列車が行き来する情景は感激ものでシャ
ッターを押したくなる。
　旅先で大事なのはトイレだ。日本に比べ
ると広い駅構内のわりにトイレは少なく狭
くて小さい。電車待ちの時、トイレに行こ
うと思ったが、なかなか見つからず、探し
たらホームに接した駅舎の隅にひっそりあ
った。勇んで中に入ろうと思ったら、おば
さんに呼び止められた。有料トイレのため
コインが必要なのだ。小銭が無いので 1 ユ
ーロ紙幣を渡したがお釣りはもらえない。
外観のわりには中は清潔だったが日本より
狭い。

　駅前広場はトラムカーやバスの発着場に
なっており、いつも大勢の人たちが行き交
っている。この中央駅を扇の要にするよう
に旧市街地が広がっている。中世の面影を

残す 3 角屋根のレンガ造りの建物が軒を連
ね、その間を昔のままの細い運河が蜘蛛の
巣のように張り巡らされ、観光客をいっぱ
い乗せたカナルツアーの平べったい船が巡
っている。
　一見すると、どこを見ても絵や写真にお
さめたいような素晴らしい景観である。と
ころが運河に近寄って見ると、運河の水は
ほとんど流れがなくうす黒く淀み異臭さえ
感じる。アムステルダムの街を創る時、湿
地に太い松ノ木を打ち込み、その上に建物
を建てたそうで、今でも黒く変色した松の
木の名残りが見かけられる（写 12）。長い
歴史に耐えてきたため、運河沿いは地盤沈
下があるらしく、よく見ると左右前後に傾
いている建物も見受けられる。日本の建物
と違って、隣同士の建物が長く連なってお
り、お互いに支えあうと言うか、もたれあ
っているおかげで倒壊を免れているような
建物も散見される。

　駅を背に左手（東側）に行くと、15 世
紀に港の突端に建てられた灯台のような小
さな建物がある。これはかって危険な航海
に向う男を女が涙と共に見送ったと言われ
る「涙の塔」で、今ではビアガーデンのよ
うな観光スポットになっている。それを横
目で見て南側に下ると 14 世紀初めに建て
られたアムステルダム最古の「旧教会」が
ある。荘厳な建物の内部や外部の見学は良
いが、その近辺は有名な「飾り窓地帯」で
要注意である。
　昔、波止場として栄えていた頃、水夫達
相手の安酒場や売春宿が集中し、今でもそ

の名残がそのまま残っている。この一帯は
近づかない方が良いと言われているが、野
次馬精神でまだ明るい頃に近くを歩いてみ
た。まさに飾り窓があちらこちらにあり、
下着姿の女性が窓の中から物憂げに外を見
ている。聞いたところでは話がまとまると
カーテンを閉めるのだそうで、そう言えば
あちこちらカーテンが閉まっていた。明る
い時間帯だったせいか危ない感じはなく、
観光客も連れ立って見物していた。
　それよりもこの付近は麻薬街で、堂々と
麻薬の取引がされているらしい。コーヒー
を飲むためカフェーには入っても良いが、
コーヒーショップには近づくなと教えられ
た。と言うのは、コーヒーショップはマリ
ファナなどを吸引する場所の別名で、言わ
れて見ると店構えも窓から見える中の様子
も怪しい雰囲気が漂っていた。この地域で
は狭い路地や建物の中には入らないほうが
無難で、写真撮影は厳禁だ。それを犯せば、
翌朝には近くの淀んだ運河に身体が浮かぶ
と脅かされたので早々に引き上げた。

　駅前広場に戻り、西側地区に行くと雰囲
気ががらりと変わる。観光船の船着場があ
り、きれいな花が一杯の「ダムラック」を
抜けると、大きな古風なレンガ造りの「旧
証券取引所」があり、その周辺にはおみや
げ屋がならび、明るい雰囲気で人通りも多
い。15 分位ゆっくり歩いて南に下ると、
有名な観光スポットでアムスのへそとか心
臓と呼ばれる「ダム広場」につく。

写 11.　IBC 会場近くの満杯の駐輪場

写 12.　セントラルステーション、内部構造も見える運河、
　　　　ごみが浮かび鳥も遊ぶ、

写 13.　思わずシャッターを押したくなる古臭いドーム屋根
　　　　とモダンな電車

写 14.　以前宿泊したホテル裏手の運河の景観

写 15.　前後左右に傾いているように見える運河沿いの
　　　　建物もある
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広場と言ってもそれほど広くなく、西側正
面には 17 世紀半ばに建造され、3 年ほど
前には新国王の戴冠式があった古色蒼然と
した威風堂々たる王宮があり、その右手に、
15 世紀に建造された後期ゴシック様式の

「新教会」が聳えている。広場の反対側に
は有名な「マダムタッソー蝋人形館」があ
る。今ではデパートになっているが、中に
は 17 世紀の頃の街並みが再現され、各国
首脳やスポーツ選手、ロック歌手など有名
人が勢ぞろいしており見物するのも一興だ。

　しばし中世の街の感傷に耽った後、トラ
ムカーに乗ってみよう。狭い街路を、自転
車にも追い越されるようにのんびりと走り、
周りの町並みを眺めながら 10 数分、アム
ステルダムで最も賑やかな歓楽街「ライツ
ェ広場」で下車。昔、大学町として有名な
ライデンに向う城門があったが、今では映
画館や若者むけのディスコやライブハウス、
観光客向け高級店やレストランなどが並ぶ
歓楽街になっている。
　あまり縁がなさそうなので早々にここを
離れ、運河に架かる橋を渡りゆっくり歩い
て 10 分くらい南に下ると、大きなお城の
ような建物が見えてくる。これが 1885 年
に開館したオランダ最大の「国立ミュージ
アム」で、設計者は前述の中央駅と同じだ
そうで、そう言えば外観が似ている。長年
修復中で以前行った時には一部しか見られ
なかったが、昨年は改装も終わり全館見学

て、日本語が忘れそうなので、橋の上でう
ろうろしている日本人らしい白髪頭を見て、
声をかけたのだろう。ちょっとたどたどし
い日本語だったが、40 年以上学んできた
私の英語よりずっとましだった。こんな所
でオランダの女子大生と日本語で話をする
なんてとても信じられないことだった。と
っさのことで写真を撮れなかったことは痛
恨の極みである。

　しばし楽しい会話を交わし、道を聞いた
おかげで、そこから歩いて 10 分位のとこ
ろにある「ハイネッケン博物館」はすぐ見
つかった。道路に面したレンガ造りの建物
で、1988 年まで実際にハイネッケンビー
ルを製造する工場だったそうだ。今では博
物館になっており、ハイネッケン・エクス
ペリエンス・ツアーをやっており観光客で
一杯だった。受付でチケットを買い、20
人位のグループに分かれ、ビールの歴史や

することできた。しかしあまりにも広大で、
大勢の見学者を掻き分けつつ、お目当ての
レンブラントの『夜警』やフェルメールの『牛
乳を注ぐ女』などを見るだけでもひと苦労
だった。特に前者は部屋の壁面一杯の大き
なキャンバスに描かれているが、その前は
人で溢れ全体像を見るのは困難だった。ど
この美術館でもそうだが、広い会場を目当
ての作品を探しながら作品を見て廻るのは
大変疲れることだ。

　そこから歩いてすぐ近くにある「ゴッホ
美術館」も廻ってみたい。街並みにフィッ
トしない近代的なコンクリート造りの建物
で 1973 に開館したそうだ。内部も近代的
美術館そのもので、『自画像』、『ひまわり』、

『寝室』、『麦畑』など超有名な作品を間近に
鑑賞することができた。どの作品も予想外
に小さかった。ゴッホ美術館の裏手にセザ
ンヌやモネなど印象派、シャガールやピカ
ソの近代美術の粋を展示してある近代美術
館があるが、残念ながらまだ見学していな
い。

　名画をたっぷり鑑賞したが、いささかく
たびれたし喉も渇いたので、近くにあるは
ずのハイネッケン発祥の地で本場のビール
を楽しみたくなった。ミュージアム横の運
河に掛かる橋の上で地図を広げていたら、
思いがけず若い二人連れの女性から“May 
I help you!”と声をかけられた。どぎまぎ
し下手な英語で返事をしたら、驚いたこと
に小柄な女性の方が日本語で話しかけてき
た。2 年ほど前に日本の大学に留学してい

写 16.　左が荘厳な王宮、右が新教会

写 17.　有名なマダムタッソー蝋人形館

写 18.　壮大な国立ミュージアムの威容

写 19.　大人気のレンブラントの「夜警」

写 20. フェルメールの「牛乳を注ぐ女」

写 21.　近代的なゴッホ美術館の外観

写 22.　超有名な「ひまわり」
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製造工程を見学する。ひと回りした所で出
来あがったばかりのビールで乾杯した。こ
の時もガイドの若者が片言の日本語で話し
かけてきたが、どうやら世界からの観光客
向けに、何ヶ国語も話せるらしい。

　ハイネッケン博物館の近くで再びトラム
カーに乗り 10 分くらいのところにある「レ
ンブラント広場」も一見の価値がある。広
場の中央には前述の『夜警』の実物大の彫
像が並んでいる。油絵とまったく同じ構図
で、いわばその立体版である。彫像と並び
写真を撮っている観光客もいる。そこから
歩いて近くの運河沿いには有名な花市場も
ある。テント造りの花屋がびっしりと軒を
連ね、綺麗な花々とオランダ名産のチュー
リップの球根も売っている。この辺りはい
かにもアムステルダムらしい下町の景観で、
歩いているだけで心が癒される。

　ビールと言えば、お気に入りスポットは
中央駅からトラムカーで約 10 分、運河沿
いにある風車の建物跡を改装した地ビール
を飲ませてくれる店がある。カウンターで

好みのビールとチーズやソーセージのつま
みを注文し、外に並んだ粗末な木造のベン
チで飲むのだ。ここも観光スポットで、世
界中から来た観光客同士が、運河の風を頬
に受けつつジョッキを手に、各国語入り混
じり手振り、身振りも交え交流している。
何種類かの地ビールが楽しめ、見ず知らず
の人達同士のちんぷんかんぷんの交流に、
取材の疲れが癒されつい時間が経つのも忘
れてしまう。

　市街地を離れて郊外にも足をのばしてみ
たい。中央駅から電車で 20 分位と近い風
車の村ザーンセ ･ スカンスがお奨めだ。こ
こへ出かけた時にもへまをやらかした。事
前に調べていたのだが、駅名表示が判りに
くく、うっかり一駅通り過ごしてしまった。
駅の周囲の景観は観光案内にあった通りだ
し、隣の駅だと言うことに気がつかず、そ
のまま歩いていったが、なぜか見えるはず
の風車が見つからない。おかしいなと思い
近くにいたおじさんに聞いて始めて間違い
に気がついた。今さら駅に引き返し電車に
乗るのも癪だから、おじさんに聞いた道沿

いに風車村まで歩くことにした。しかしこ
の余計な寄り道のおかげで新たな発見をす
ることになった。
　このあたりにはオランダらしい瀟洒な家
並みが並び、庭や窓には綺麗な花が一杯だ
った。途中に小さな教会もあり、周囲は静
寂そのものでしばし感懐にふけった。ほど
なく遠くに風車らしいものが見え足並みも
軽くなった。
　風車村は広いザーン川沿いに昔のままの
風車が 6 基保存されている。周囲は広い草
地になっていて羊がのんびりと草を食んで
いた。小川の回りにはエキゾチックな風情
の住宅もあり、実際に人が住んでいるよう
だ。あたりをしばし散策し、ひなびたレス
トラン風の建物に入った。中にはおみやげ
品も並び、名産の木靴を作ってみせる工房
もあった。ここで味わったチーズつきのパ
ンケーキとビールの味は格別だった。

Ph.D. Takehisa Ishida
映像技術ジャーナリスト

電気通信大学特任講師

写 23. ハイネッケン博物館の入口付近

写 24.　ビール製造工程をぐるっと見学

写 25.　みんなでビールで乾杯！

写 26. レンブラント広場「夜警」の彫像

写 27.　 運河沿の風車跡のビアガーデン

写 28.　ビールを手に楽しい国際交流！

写 29. 中央駅から15 分も乗ると田舎の風情

写 30.　近くで見ると大きく綺麗な風車

写 31.　木靴の工房を見学


